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議案第７１号 

小田原市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 （小田原市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 小田原市職員の給与に関する条例（昭和３７年小田原市条例第５号）の一部を

次のように改正する。 

第２６条第１項及び第２項中「及び期末手当」を「、期末手当及び勤勉手当」に改

める。 

第２８条の見出し中「期末手当」を「期末手当及び勤勉手当」に改め、同条に次の

１項を加える。 

２ 前項の規定は、フルタイム会計年度任用職員の勤勉手当について準用する。 

第３２条の見出し中「期末手当」を「期末手当及び勤勉手当」に改め、同条に次の

１項を加える。 

４ 前３項の規定は、パートタイム会計年度任用職員の勤勉手当について準用する。

この場合において、前項中「第１９条第２項の期末手当基礎額」とあるのは、「第

２０条第２項の勤勉手当基礎額」と読み替えるものとする。 

 （小田原市競輪事業従業員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第２条 小田原市競輪事業従業員の給与の種類及び基準に関する条例（平成３０年小田

原市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第２条第３項中「期末手当」の次に「、勤勉手当」を加える。 

第１１条を第１２条とし、第１０条を第１１条とし、第９条を第１０条とし、第８

条の次に次の１条を加える。 

（勤勉手当） 

第９条 ６月１日及び１２月１日にそれぞれ在職する従業員には、その人事評価及び

勤務実績に応じて、本市の競輪事業の経営状況その他の事情を考慮し、勤勉手当を

支給することができる。 

２ 前条第２項の規定は、勤勉手当について準用する。 

 （小田原市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

第３条 小田原市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（令和２年小田

原市条例第４６号）の一部を次のように改正する。 

第２５条第２項中「期末手当」の次に「、勤勉手当」を加え、同条第３項中「第 
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１５条」の次に「、第１６条」を加え、「、第２２条中「期末手当及び勤勉手当」と

あるのは「期末手当」と」を削り、同条第４項中「期末手当」を「勤勉手当」に改め

る。 

附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 

令和 ５ 年１１月２７日提出 

 

小田原市長 守 屋 輝 彦 

 

（理由） 

国の非常勤職員に対する勤勉手当の取扱い及びこれに応じた地方自治法の一部改正に

よる給与制度の整備を踏まえ、本市の会計年度任用職員に対し勤勉手当を支給すること

とするため提案するものであります。 


